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グラフ構造を用いた自由記述データ処理に関する研究 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本課題では、グラフ構造を用いた自由記述データ処理に関する研究として、(1) グラフの構造推論

における頂点の順序制約・順序付けの問題および、(2) グラフの構造推論における摂動論に注目

して研究を進めてきた。 

 

(1)について、昨年度の主たる成果である single-trajectory map equationについて、分解能限界の

理論解析や他の手法との比較研究を新たに追加し、現在論文を再度投稿中である。また、グラフ

の構造推論に関連して、グラフクラスタリングの結果と頂点順序最適化の結果の間の整合性を示

す指標として label continuity error という指標を提案した。具体的に spectral clusteringアルゴリズ

ムと spectral orderingアルゴリズムの間の整合性を評価した論文が、Physical Review Researchに

受理された 1)。さらに、頂点順序最適化について、貪欲アルゴリズムに基づいた統計推論の方法

を提案し、現在 Physical Review Eへ投稿中である。 

 

(2)について、昨年度の報告書に記載したグラフの有向性についての摂動解析は、Physical 

Review Research より出版された 2)。今後は特に(1)の方向性についての研究に注力するほうが成

果につながると考えるため、本課題では(2)の方向性については現時点で区切りとする。 
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